
急勾配砕石道路における

流出防止方策について

路上再生セメント・アスファルト乳剤安定処理路盤工法

東京鋪装工業㈱ 本店

建設事業本部 佐々木昌実

東京鋪装工業東北支店工事部

工事部長 伊藤 吉信



©2013 HAZAMA ANDO CORPORATION. All Rights Reserved.

本日の発表内容

1.はじめに

2.路盤再生工法の種別と路上再生セメント・アスファルト乳剤安定処理工法

3.路上再生路盤工法適用にあたっての主な事前調査項目

4.路上再生セメント・アスファルト乳剤安定処理工法の特長

5.路上再生セメント・アスファルト乳剤安定処理工法の適用効果

6.配合設計の手順(舗装再生便覧(平成22年版),p73)

7.施工の手順

8.施工事例

9.工法適用にあたっての留意事項

1



©2013 HAZAMA ANDO CORPORATION. All Rights Reserved.

１．はじめに

急勾配区間の砂利道(以下、砂利舗装)では、降雨による砕石流出が多く、維持管理費

が増加している。抜本的解決策としては、砂利道の上にアスファルト舗装等を構築すること

が望ましいが、経済的に現実的ではない。

既設路盤材を強化する工法に路上路盤再生工法がある。これは路上において既設路

盤材料単体あるいはアスファルト混合物層も含めて破砕し、セメントや瀝青系材料などを

添加、混合して強固な安定処理路盤とする工法である。

この路上路盤再生工法は砂利舗装の耐久性向上対策として適切な技術と思われること

から、今回提案するものである。

表-1.縦断勾配が7%を超える砂利道の砕石流失防止〔林道規程の運用細目(H23.3.21)〕
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種別 内容

路面を強固にする方法 ①コンクリート路面
②セメントによる安定処理
③石灰による安定処理
④岩屑による路床等

路面流下水を軽減する方法 きめ細かい横断溝の設置
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2．路盤再生工法の種別と路上再生セメント・アスファルト乳剤安定処理工法

1)路盤再生工法の種別

2)路上再生セメント・アスファルト乳剤安定処理法の使用材料

+ + =

3

既設粒状路盤

(砂利道)
セメント アスファルト

乳剤剤

再生セメント・アスファルト乳剤
安定処理路盤材料

(Cement)
・ポルトランドセメント
・高炉セメント
・低粉じん型、低六価
クロム型他

(Asphalt Emulsion)

・ノニオン乳剤(MN-1、セメント混合用アス
ファルト乳剤)

(CAE工法)

路盤再生工法

路上混合方式

常温プラント混合方式

路上再生セメント安定処理工法

路上再生セメント・アスファルト乳剤安定処理工法

路上再生セメント・アスファルトフォームド安定処理工法

2～3% 4.5～5.5%
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※最小施工厚さは10㎝、最大厚さは30㎝

※路盤厚さが20㎝を超える場合は、振動ローラを使用する。

路上再生セメント・アスファルト乳剤安定処理工法の概略図
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3.路上再生路盤工法適用にあたっての主な事前調査項目
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条件 調査項目 結果の利用

交通条件 交通量(特に大型車交通量) 構造設計

現場条件

道路幅員、平面線形、縦横断勾配、交差点の有
無、通行止めの可否、迂回路の有無、周辺環境、
機械置場の有無、埋設物の有無と深さ等

工法選択
施工計画

かさ上げの可否 工法選定

既設舗装
の性状

路面性状(ひび割れ率、わだち掘れ量等) 工法選定
構造設計

既設アスファルト混合物層の厚さ
既設粒状路盤材料の厚さ・最大粒径・材質

構造設計、配合
設計、施工計画

路床土の設計CBR 構造設計
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路盤再生工法適用にあたり望ましい既設路盤材料の性状、条件

項目 性状

修正CBR 20以上

PI(425μmふるい通過分) 9以下

粒度

(通過質量百分率%)

53.0㎜ 100

37.5㎜ 95～100

19.0㎜ 50～100

2.36㎜ 20～60

75μm 0～15
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●既設路盤厚さ ≧ 改良厚さ +  10㎝
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4．路上再生セメント・アスファルト乳剤安定処理工法の特長

●既設舗装をそのまま骨材として現地で再利用するので、材料の搬

出・搬入が少なく、省エネルギー、資源の有効活用およびCO2排

出の抑制に貢献できる。

●セメント単独で用いるセメント安定処理混合物に比べ硬化収縮が

少ないので、ひび割れの発生を抑制できる。

(収縮ひび割れを起因とする、路面の荒れや骨材飛散の抑制)
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5.路上再生セメント・アスファルト乳剤安定処理工法の適用効果

①高強度・高耐久路盤である

・セメントによる剛性向上とアスファルト乳剤によって変形に対する

追随性があることから供用性が向上する。

⇒等値換算係数は0.65を適用
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工法・材料 品質規格 等値換算係数

路上再生セメント安定処理 一軸圧縮強さ(7日)2.45MPa以上 0.50

〃 一軸圧縮強さ(7日)2.9MPa以上 0.55

路上再生セメント・アスファ
ルト乳剤安定処理

一軸圧縮強さ 1.5～2.9MPa

一次変位量 5～30(1/100㎝)

残留強度率65%以上
0.65

粒度調整砕石 修正CBR80以上、PI4以下 0.35

クラッシャラン 修正CBR20以上、PI6以下 0.25
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路上再生セメント・アスファルト乳剤安定処理工法の適用効果

②環境負荷低減

・既設砂利道の再利用による資源の活用

・舗装発生材が少ないく、材料の搬出・搬入が少なくCO2排出量の

抑制

・常温舗装工法なので施工時のCO2排出量の抑制が期待できる。

③工期の短縮

・施工速度が速く工期の短縮が図れる。
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6.配合設計の手順(舗装再生便覧(平成22年版),p73)
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※骨材の性状試験および
配合試験として約100kgの
試料が必要である。
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アスファルト乳剤量およびセメント量の算出方法

1)アスファルト乳剤の添加量(式より算出)

P＝0.04a＋0.07b＋0.12c－0.013d

2)最適セメント量(一軸圧縮強度試験により決定)

一軸圧縮強さ(7日)、一次変位量、残留強度率の基準値を満足するセメント量の

共通範囲の中央値
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ここに、P：混合物全量に対する石油アスファルト乳剤の質量百分率(%)
a：使用骨材の中の2.36㎜ふるい残留する部分の質量百分率(%)
b：2.36㎜ふるいを通過し、75μmふるいに残留する部分の質量百分率(%)
c：75μmふるいを通過する部分の質量百分率(%)

d：既設アスファルト混合物の混入率(%)=0

特性値 基準値

一軸圧縮強さ MPa 1.5～2.9

一次変位量 1/100㎝ 5～30

残留強度率 % 65以上
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7.施工の手順(セメント散布から混合)

①セメント散布 ②アスファルト乳剤供給 ③混合撹拌

フレコン、人力 アスファルト乳剤タンクローリ スタビライザ
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施工の手順(混合後の整形、初転圧)

④仮転圧 ⑤整形 ⑥初転圧

タイヤローラ モーターク゛レーダ ロードローラ

(振動ローラ)

13



©2013 HAZAMA ANDO CORPORATION. All Rights Reserved.

施工の手順(二次転圧、アス乳剤養生)

⑦二次転圧 ⑧アス乳剤散布養生 ⑨養生砂散布

タイヤローラ ディストリビューター 人力散布
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8.施工事例

工事場所:福島県双葉郡双葉町地内

施工時期:2019年4月22日～7月31日

施工概要: 施工面積 4,345㎡

①処理厚さ 10㎝

②セメント量 2.5%

③アスファルト乳剤量 5.3%
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9.工法適用にあたっての留意事項

①路上再生路盤工法の最小厚さは10㎝(～30㎝)

②砂利道の路盤厚さは、改良層厚さ+10㎝超

③スタビライザの混合幅2m前後から、施工幅員はそれ以上必要

④混合後の厚さは、処理厚より15～20%程度厚くなる。

⑤スタビライザによる混合が難しい狭小部、曲線部やマンホール

構造物付近は、小型バックホウ等にて処理しなければならない。

⑥機械編成が長くなる(100m～)
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ご静聴ありがとうございました。
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